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温でCurie-Weiss則からのずれがあるo またx2の測定からγS- 0(対数的発散 )となり同じ
AuFe合金でもγSの値が異なるoこれは shortrangeorderによりクラスターが生じたためと
考えられるoこのことを調べるためにAuFe(1･6at･0/oFe)で anneal温度 TAを変えた試料










この系ではFeの濃度が増すに従って(1)反強磁性相 (2)反強磁性 ･スピングラス reentrant相




























(a) B2規則格子では強磁性といわれる相では内部磁場分布は高低 2つのピークをもつ ｡ 低
磁場のピークも有限の大きさをもつ ｡






































絶対零度ではEcpは 番号 iにも,鉄濃度にもよらず一定値Hcp(T= 0)であり,EcEP
は鉄濃度と共に零になるので,低温でのHnfの実験値の鉄濃度零-の外挿値からEcp(T-0)
-220KOeが得られる｡又,r≠0では
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